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2018年 4月～2019年 3月における当会活動について、公益信託経団連自然保護基金、イオン環境財団活

動助成および自販機寄付等により実施致しました関連活動内容を以下に報告いたします。 

１. 事業実施の方針 

アニマルパスウェイの普及に向けて、普及啓発・設置支援活動を推進し、樹上性野生生物のロードキルか

らの防護および遺伝子の多様性保全に資する活動を行う。 

２．アニマルパスウェイの普及啓発活動 

（１）出版・講演・表彰 

①絵本小冊子、児童書等の制作配布 

当会湊会長は 2018年 6月 26日、東大出版会より 学術書「ニホンヤマネ」（右写真）を出版。専門書だ

が、長年のヤマネ研究の成果とアニマルパスウェイの開発・普及についてまとめている。 

 絵本パンフ「ヤマネのマルくん南の森へ」5,000部をさらに増刷、合計 33,000部となった。ヤマネミ

ュージアム、那須平成の森 FC、富士山アウトドアミュージアムで、配布頂いている。 

 当会および研究会のリーフレット 3種「森と命を繋ぐ」、「一般社団法人ア

ニマルパスウェイと野生生物の会」および「森林の生物多様性保全活動」に

ついても。展示会・講演会などにて配布中。 

 普及啓発ツールとしてアニマルパスウェイのクリアファイルを 2種製作し、

エコプロ展、研究発表会・学会、にじゅうまるプロジェクト、巣箱づくりボ

ランティア等において配布し、長く使って頂いてお手元に置いていただける

ものとした。 

 2019年 2月 13日北杜市長に絵本小冊子 400部を寄贈、教育委員会を通して市

内の小学生に配布し、市のシンボル「ヤマネ」とアニマルパスウェイについ

て学習してもらう。また小学校への出前授業もテンポラリーに継続。なお、

贈呈の模様は八ヶ岳ジャーナルに掲載された。 

 
 

 

 

 

 

渡辺北杜市長に絵本小冊子贈呈    左：リーフレット、右：絵本小冊子  

②読書感想文コンクールで課題図書に 

2019年 3月、第 51回岩手読書感想文コンクールの発表がありました。小学校高

学年の課題図書に「動物達を救うアニマルパスウェイ」が取り上げられ、多くの

皆さんが読んでくれた。その中で最優秀賞はじめ 3件が入賞し、いずれの感想文

もアニマルパスウェイの普及に携わる私たちの心に届くもので、未来世代の皆さ

んがご家族とともに森林の分断と野生生物について考えていただいたことは、大

変意義深い。 

  https://www.iwate-np.co.jp/page/44565-2 

③環境省グッドライフアワード 5周年記念の集いにて事業紹介 

当会が事務局のアニマルパスウェイ研究会は環境省が主催する第 2回グッドライ

フアワード（2015年 3月）にて環境大臣賞優秀賞を受賞しており、9月 1日に第

http://www.animalpathway.org/news/6%e6%9c%8830%e6%97%a5%e3%80%8c%e5%8b%95%e7%89%a9%e3%82%92%e6%95%91%e3%81%86%e3%82%a2%e3%83%8b%e3%83%9e%e3%83%ab%e3%83%91%e3%82%b9%e3%82%a6%e3%82%a7%e3%82%a4%e3%80%8d%e6%b9%8a%e3%80%80%e7%a7%8b/
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5回までの受賞者を集め、その後の活動について報告する機会を得た。前日には皇太子ご一家が那須平

成の森のアニマルパスウェイを視察されたとの情報もお伝えしたところ拍手があった。 
 

 

 

 

 

参加者の集合写真          湊会長によるアニマルパスウェイの活動紹介 

（２）国内学会・講演等での研究発表 

①日本造園学会：2018 年 5月 27日 京都大学にて開催され、ミニフォーラム「アーバン・ランドスケ

ープとエコロジカル・デザインー人と都市生態系の新たな関係性の構築」に当会メンバー園田氏、岩本

早代氏が出席、人と自然の関係について、生態学、社会学、建築学の研究事例をもとに人と自然の相互

関係を構築するようなデザインを生態学的な観点から議論した。 

②道路生態研究会：2018年 6月 9日 高速道路調査会にて総会を兼ねて開催、当会メンバー香川氏によ

り「アニマルパスウェイ開通後 1年のニホンリスの利用状況」について発表。 

10月 9日には 13名が参加し「清里高原のアニマルパスウェイと動物対策施設」の見学会を実施、当会 

が案内および説明を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学会開始のあいさつ      湊会長による概要説明           APW の見学 

③なごや環境大学：2018年 6月 30日 名古屋市の中部土木株式会社が運営する名城公園のコミュニティー 

サポートパークの近くで、なごや環境大学の一講座を担当され、「アニマルパスウェイの開発と普及による樹上性

野生動物の保全活動」について代表理事が講師を務めた。なお、6月 29日は名古屋市緑政土木局の皆様とも

志段味水野線のアニマルパスウェイについて意見交換を行い、建設ガイドを手渡した。 

④八ヶ岳高原ロッジ：2018年 8月 15日 八ヶ岳ロッジ音楽堂にて居住者約 100名に湊会長がアニマル

パスウェイとヤマネの講演を実施。 

⑤日本哺乳類学会: 2018年 9月 9日 信州大学伊奈キャンパスにて開催され、湊会長が「アニマルパス

ウェイの発展と連携の促進」を発表。 

⑥NPO法人とよなか市民環境会議アジェンダ２１自然部会：2018 年 9 月 23 日 湊会長講演 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

なごや環境大学        とよなか市民環境会議       名古屋市守山区アニマルパスウェイ 
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⑦第 18回野生生物と交通研究発表会を共催（2019年 2月 19日 札幌市民交流センター）・パネル 

一般社団法人北海道開発技術センター主催で当会も共催し恒例の第 18 回『野生生物と交通』研究発表

会、昨年 10月にオープンした真新しい札幌市民交流プラザで約 200名が参加し開催された。当会は今回

パネル『アニマルパスウェイの普及と現状』を展示、園田さんより紹介。特別講演では知床財団の石名

坂氏によりヒグマによる自動車渋滞とその管理計画について話があり、各地（沖縄、富士山、北海道、

対馬）の発表でもインバウンドの観光客の増大とレンタカーがロードキルの増加にもつながっており、

希少な動物の絶滅の危機を招いている。的確な要因分析とより自治体や国の関与による規制や対策の必

要性を痛感。 

 ⑧「野生生物と交通」に関する懇談会（2019年 2月 20日：一般社団法人北海道開発技術センター） 

当会顧問で帯広畜産大の栁川先生はじめ 16名が参加、野生生物と交通に関する 3 時間ほどの懇談会開催され

た。環境省の対馬野生生物保護センターの沼倉さんと野生順化ステーションの近藤さんよりツシマヤマネコ

やツシマテンなどのロードキルの現状と対策について課題も含め説明・相談があった。岡山理科大の辻先生

が主に沖縄石垣島で活動されているカンムリワシ保全のためのロードキル動物の監視のビデオを拝見し、大

変なご努力をされている状況が良くわかった。また年末に当会でご講演頂いた日大伊東先生からは日本、ア

メリカ、オーストラリアでのロードキルデータの分析例を紹介頂き、その手法についての意見交換がなされ

た。後日野呂さんからは参加者にそれぞれの SDGｓの取り組みについてアンケートが参り当会関連で返答し

た。 
野呂さんより研究発表会で IENE(Infra-Eco Network Europe）2018 のお話を伺い、また 2016 年の同会議に参

加した印象では、まだまだ野生生物と交通に関する日本国内の意識の醸成が必要で、ロードキルデータの共

通仕様化や国内団体・個人の連携による国や自治体への働きかけ、海外への発信・交流の基盤づくりができ

るメンバーが本懇談会に集まっていると感じた。今後も機会あるごとに話し合う必要がある。 

 
 

    研究発表会の状況     富士山ロードキル講演  アニマルパスウェイの発表   翌日の懇談会 

⑨ヤマネ研究の 30年の成果報告会：（2019年 3月 2日、山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター） 

約１００名が参加し当会の湊会長、アニマルパスウェイ研究会事務局の饗場氏が準備／講演を実施し

た。当会メンバーも含め、国内の多くの専門家やヤマネ愛好者が参加し、アニマルパスウェイについて

もその開発の歴史が語られた。 

      来場者は１００名余         開会あいさつ：湊会長     研究成果を発表する饗場氏 
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（３）国際発表と連携 

①2018年 9月 11～14日 IENE2018 オランダに園田氏が当会を代表して出席 
オランダ・Eindhovenにて開催され、参加国数は 38国、参加人数は 323名。日本からは 4名が参加。

（うち 2名は当会会員）参加したフィールドトリップは Field trip９：Brussels: The capital of 

Belgium and Europe where nature also is (a)Lifeで、ベルギーの運河の多自然型護岸と高速道路の

のり面管理、大型のオーバーブリッジを見学。道路生態学的には道路の路肩の生物多様性保全に向けた

管理は、特徴的で 3段階の管理をしており、多様な生きものの生育生息地として機能している。オーバ

ーブリッジではシカやキツネ、テンなどの野生動物のコリドーとして機能している。カナダでは

6.5million カナダドルと高額なインフラが設置されている。カンファレンス全体では、シチズンサイエ

ンスの活用がプレゼン、ワークショップの中で報告されており、今後、データの収集→市民への気づ

き、データ収集→データ解析の自動化→普及啓発活用などが重視されつつある。研究発表で特徴的なの

は、コウモリと道路、道路路肩の生物多様性保全に向けた管理に関する研究事例が増えてきた。また、

道路の街灯の色に対する野生動物の反応、道路騒音に対する野生動物の反応などの研究事例が増えてい

た。なお、会員の野呂美紗子氏も第 18回野生生物と交通研究発表会で IENE2018参加報告をされた。 

   

   

 

 

 

  日本から参加の 4名       IENE2018 開会式        IENE2018 ポスター発表と園田氏 

（４）未来世代と地方への普及活動 

①2018年 7月 28日-29日 信州環境フェア「森と学びの環境博 2018」への出展と講演会 
長野市ビッグハットで開催された環境フェアにアニマルパスウェイ普及のため初参加。 
総来場者数：6103人、ブース来場者は約 460名あった。森林率の高い地域にアニマルパスウェイを知っ
ていただく機会を模索していたところ、長野市で開催された同環境フェアに参加でき、湊会長による講
演も含め自治体の方や一般市民の多くの方と交流することが出来た。またゲストで参加されていた JAXA
の油井宇宙飛行士とも意見交換できた。 

ブースに訪問頂いた子供たち   湊会長によるヤマネとアニマルパスウェイのミニ講演会 

②エコプロダクツ 2018年への出展（東京ビッグサイト） 
12月 6-8日エコプロダクツ展 2018の生物多様性コーナーに出展。 
本年は 4-5日の 2日間かけて、小林理事、岩本早代さんの協力で企画・準備を行い、6日からの 3日間
は会員の皆様 12名が交代でご協力頂き、沢山の小中学生への対応が出来ました。 
フォレストサポーターズのスタンプラリーやキッズサポーターズに登録し、生物多様性ゾーン 
に出展した成果であった。 
また関西テレビのドラマ「ぼくらは奇跡でできている」でアニマルパスウエイ様のリスの橋が放映 
され、そのことで当会のアニマルパスウェイを知ってくれた方も多くいた。3日間で 16万人強が会場を
訪れ、当会ブースには 1,000人以上、クイズに答えてくれた人数は 650 名以上に及ぶ。 
簡単な 4問のクイズをもとに森林の生物多様性とアニマルパスウェイについて学習頂いた。 
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  多くの小中学生が展示ブースを訪問、アニマルパスウェイと森林の生物多様性について学習 

③薮内正幸氏絵本原画展 in とかちで栁川先生、浅利先生ご講演：2019年 12月 16日 

動物などのイラストで有名な故薮内正幸氏の原画展が帯広にて 12 月 12 日~24 日に開催。期間中の 16 日に帯

広畜産大主催の市民大学講座「原画の中の動物 in 十勝」が約 130 名参加し開催された。当会顧問の帯広畜産

大の副学長栁川久教授と会員の浅利先生が参加、講演・パネルディスカッションを行った。アニマルパスウ

ェイについても話された。   

 

 

 

 

 

浅利先生の講演      パネルディスカッション風景 

④企業との連携：大成建設主催ヤマネの巣箱づくり（14年目）支援：2019年 3月 9日 

当会が支援し、社員及びその家族約 50名が参加し約 180個余りの巣箱を製作、1年間の各地でのヤマネ

調査に活用される。 

      製作のお手本          みんなで巣箱づくり            完成記念写真 

⑤北杜市の小学校での出前授業 2件：2019年 1月～2月にかけて、高根清里小(1/30：饗場さん)、高根東小

(2/13：湊さん)でヤマネとアニマルパスウェイを出前授業、その他毎年隠岐や尾鷲でも行っています。 

⑥市民との連携：北杜市で暮らす動物を調べよう～動物の痕跡調査から～：2019年 3月 23日 

寒い朝(-3℃)、2歳から 76歳まで 14名により 9時半ごろより清里高原美しの森からスタート、キバシリ

などの珍しい姿やカササギなどの鳥の羽、さらにウサギ、キツネ、シカなどの痕跡、アカネズミやヒメネ

ズミの巣穴調査、ヤマネの巣材のサワフタギ、ニホンリスの食痕（エビフライ、クルミの割れ痕）などを

森の宝物として発見。そしてアニマルパスウェイを見学、その意義についても学んだ。 

どうぶつの痕跡調査          APW近くの森の中へ             巣穴調査 
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⑦2018年の教材への寄与   

SAPIX（株式会社日本入試センター）や実教出版の高校生用の教材「サイエンスビュー生物総合資料」 

および啓林館の高校教材にもアニマルパスウェイが掲載され、2018年度、2019年度の教育に活用されて

いる。 

（5）会員・関係者間連携アニマルパスウェイ研究会・情報交換会 

情報交換会を２～３ケ月に 1回程度実施し、森林分断に関して知見のある方々や関心ある方をお呼びし 

会員・非会員に関わらずネットワーク化を図るきっかけづくりをしている。 

①2018年 5月 12日 富士山ロードキルデータ解析についての情報交換会（9名参加） 

新宿 NPO協働推進センターの会議室にて、富士山アウトドアミュージアムの舟津氏よりご提供いただ 

たロードキルデータを基に、園田氏が中心になりそのデータ解析方法等について意見交換を行った。 

本件に関しては解析プロジェクトをつくり、実地調査も踏まえ対応する。 

          研究会風景             解析モデル            解析フロー案 

②2018年 6月 25日 総会兼アニマルパスウェイ情報交換会（大成建設会議室にて 26名参加） 

WWF-Jの草刈秀紀氏をゲストに「生物多様性の主流化と SDGｓ」と題しご講演後、意見交換。 

当会の活動に際しても SDGsを意識し、今後のスタンスを明確にすることにした。 

     議長を務めた湊会長          ゲスト講演の草刈氏          ApWA総会風景 

③2018年 10月 8日～9日 アニマルパスウェイ研究会 in清里(15名参加)清泉寮の会議室をお借りし、

アニマルパスウェイ研究会を開催し、新たなアニマルパスウェイの設置提案、今後の活動や基盤強化などに

ついて話し合った。 

 
 

 

 

 

 

     APW研究会の状況      

④2018年 12月 21日 アニマルパスウェイ情報交換会（大成建設会議室にて 26名） 

日本大学の伊東先生に「米国および豪州ビクトリア州におけるロードキルの現状と対策」について、お

よびカルフォルニア大の客員研究員として半年間、ロードエコロジーや生物多様性オフセット、ミティ

ゲーションバンクに関するご研究内容、デービス大学の CROS（California Roadkill Observation 

System)や WON（Wildlife Observation Network)についてご紹介、世界のロードキルの DBについておよ
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び野生生物横断施設事例や各州のマニュルなどその整備状況をご説明頂いた。また続いてオーストラリ

ア・メルボルン大においてビクトリア州の「動物と車両の衝突事故発生時における搭乗員の傷害レベル

に影響する要因の分析」を研究され、ロードキル対象がカンガルー・ワラビーや牛などの大型の動物が

多いため車両の損害額は 1件当たり約 30万になり、ドライバーの約 9割が負傷しているとのこと。道路

構造や車種、動物、視界、規制速度、車線などの変数により運転手の負傷レベルを分析されている。ま

た、会員の園田さんに 9 月にオランダで開催された「IENE2018 報告」と関西テレビでのドラマでのアニマル

パスウェイ指導についてお話頂いた。なお、引き続き懇親会にて講演御礼と湊先生の「ニホンヤマネ」出版

のお祝いを行った。 

研究会風景           講師の日大伊東准教授        IENE2018の説明をする園田氏 

（6）普及のためのアニマルパスウェイ・マニュアルの配布 (2016.6～2017.6） 

国道、高速道路仮設用などの APWが設置・計画され、よりわかりやすいマニュアル制作が必要になって

きましたので『アマルパスウェイの製作・建設ガイドブック』として発行。（初版 2017年 6月、2018

年 3月増刷）11月中旬に 1都 1道 2府 43県の環境政策、道路管理政策部門に送付。また研究者や APW

検討中の団体などに無償で配布した。生物多様性地域戦略や道路拡幅工事への活用を期待したい。 

３．アニマルパスウェイ設置・事前事後調査支援、設置提案 

（１）国内の樹上性動物の生息状況および APW設置のための調査・提案(2018年度） 

①北杜市のアニマルパスウェイ設置候補地の調査 

・2018年 7月 26日には北杜市役所の皆さんと現地視察実施 

2016年度のアニマルパスウェイの設置場所を既存の資料から GISにて絞り込み作業を行い、11ケ所を抽

出した。これらについて、現地概査を行い、3ケ所に絞り、2017年度、樹上性動物の生態調査をニホン

ヤマネ保護研究グループに依頼して、調査を行った。その結果、北杜市の 1ケ所について、設置適地で

あるとの結果を得た。2018年 3月には北杜市長にご説明し、2018年 7 月 26日には北杜市役所の皆さん

と現地視察を行い、具体的な設置計画に掛かっている。しかしながら、新たに利用動物としてニホンザ

ルの生息が明らかとなり、見直すこととし、北杜市への設置を 2019年度以後にお願いすることとした。

メンテナンスマニュアルを岩本理事中心にまとめつつある。 
 

 

 

 

 

カーブ部の調査              既存の架線の調査 

・2018年 10月 8日～9日 小淵沢アニマルパスウェイ適地調査(15名参加) 

北杜市に新たなアニマルパスウェイの設置を実現するために、それぞれの専門家 15 名が集まり、その適地の

ひとつとして小淵沢の 1ケ所につき、設置場所の選定、施工の可能性、ニホンリスの生息などについてドロ

ーンも用いて調査しました。その結果、交通量が多い地点ではあるが、今までより大規模な工事になるが施

工は可能ではあるがニホンリスの生息については専門家の矢竹氏により期待薄であるとされ、ヤマネについ
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ては今後巣箱調査などを改めて行うことが決まりました。また翌朝は北杜市 1，2 号機のメンテナンスについ

ても調査し、メンテナンスに関する提案も行った。 

なお、8日の現地調査については山梨放送の取材があり、同日夕方のニュースで放送された。 

 
  

APW 新設置場所の調査       APW 適地調査の状況       ドローンによる候補地調査 

②モニタリング復旧作業を行い、動態検知により樹上性動物の APW利用状況を調査。 

2017年 5月より引き続きモニタリングを実施したが、雷の誘導による故障再発、年間を通してのモニタリ

ングの実施が出来ずにいた。2018年 5月にカメラの交換等の修理を行い、5月 13日よりモニタリングを開始し、

その 8月中旬までのデータについて 8月 2３日にキープ自然学校にて関西学院大学の湊ゼミの学生の皆さんに

モニタリング解析を説明、今後ご協力いただき解析頂くこととなった。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画カメラの取り換え作業   湊ゼミのモニタリング解析についての研修 

    

③北杜市 2号機のモニタリングシステムの改良 

建設後 8年を経て、データレコーダーも旧式となったため、小型大容量のレコーダーに交換 

今年テスト運用を行ったが、次年度は年間を通したモニタリングを実施し、その後のアニマルパスウェ

イの利用状況を把握したい。確認したところ片側カメラは故障していることが判明、新たに修理も行い

たい。 

   

 

 

 

 

 

     モニタリングシステムの改良・調整           小型 DVRへの置き換え作業 

5/13 のヤマネが明るい時

間に移動する珍しい状況 
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（２）アニマルパスウェイの設置支援 

①国道交通省中部地方整備局の高速道路紀勢線の仮設道路の下部に第 3のアニマルパスウェイ 

尾鷲市の深い渓谷を挟む高速道路の橋梁建設において、橋梁下ならびに工事用仮設橋の直下の森林伐

採を実施。当該地域にはニホンヤマネの生息が確認されており、ヒノキの人工林と常緑・落葉樹の混

合林を工事のため最小限伐採する。その間を繋ぐため、アニマルパスウェイを両岸の仮設橋直下に設

置することが決まり、会長らが指導してきた。その結果、2018年に修正完成し、3基目のアニマルパ

スウェイも設置された。ヒメネズミ、ヤマネの利用が確認されている。 

 

         

設置された 3基目の APW    分断されたヤマネの棲む森林の間に設置 

②富士山有料道路(スバルライン）分断状況の調査（遺伝子分析） 

富士スバルラインのアニマルパスウェイ提案を目指し、福山大学佐藤准教授のご協力により、複数の

採集地点間の集団の遺伝的構成の比較を行ってきた。その結果、すべての採集地点での遺伝的分化の

傾向は見られたが、富士スバルラインだけで説明できる遺伝子的分化は見つからなかったが、サンプ

ル数が少ないため、継続的調査を 11月 3～5日に実施。アカネズミ 17頭、ヒメネズミ 19頭、スミス

ネズミ頭、ヒミズ 1頭の新たな遺伝子サンプルを採取し、福山大学において分析、解析。Dloopの分

析結果では全体として道路を挟みほんの 20～30mの地点でハプロタイプの共有が少ないのは道路の影

響かもしれない。今後さらにサンプリングし、分断されていない地点での検証も必要。 

 

 

 

 

ロードキル地点の検証    トラップによるネズミ類の捕獲   捕獲したネズミよりサンプル採取 

③富士山周辺道路のロードキルのデータ解析プロジェクト 

富士山アウトドアミュージアムでは 2014年より東富士五胡道路はじめ周辺の道路におけるロードキル

情報を収集してきた。本データを道路周辺環境、交通状況などとともにロードキルの発生要因を解析

するために 5月 12日の当会の情報交換会を皮切りに現地打ち合わせ・ロードキル地点の調査、交通量

調査を行い解析していく。2019年 3月 12日にはロードキル発生 6地点における交通調査を行った。 

４．ロードエコロジー関連のメディア掲載について 

① 7月 28日  信濃毎日新聞 信州環境フェア 2018 体験と学びの環境博の紹介： 

         「ニホンヤマネの保全とアニマルパスウェイ」プレゼンテーション 

② 8月 10日 テレビ朝日羽鳥慎一モーニングショー・ワンダふるさと「アニマルパスウェイを紹介」 

③ 10月 8日  山梨放送の夕方の地域ニュースにてアニマルパスウェイ設置のための調査状況が放映 

④ 12月 16日 岩手日報「第 51回読書感想文コンクール」にて「動物達を救うアニマルパスウェイ」が    

     学校高学年の課題図書となり、最優秀賞はじめ 3件が入賞。 

⑤ 2月 28日 朝日新聞朝刊“ひと”に当会会長湊秋作が紹介された。 

⑥ 3月 1日  八ヶ岳ジャーナルに北杜市に「ヤマネのマルくん南の森へ」贈呈 
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⑦ 3月 3日 朝日新聞に「ヤマネ研究の 30周年成果発表会」 

その他として関西テレビのドラマ「僕らは奇跡でできている」（主演：高橋一生）のリスの通り道を当会

メンバーが指導。9月～11月まで放送された。 

５．会の運営の基盤強化 

（１）2018年 6月 25日の総会により、昨年度の活動、決算および本年度の計画と予算が承認された。 

なお、基盤強化プログラムが採択され、商標登録の実施、SNSの活用、新たな資金源の検討などが決まっ

た。また、SDGｓへの対応も踏まえ将来を見据えた定款や役員のあり方も検討する。 

（２）商標登録と Wikipedia  

ロゴとアニマルパスウェイの商標登録を行った、また当会をウィキペディアで紹介した。 

（３）樹上性野生動物保全のための自販機の普及による市民・企業の意識の醸成と寄付 

現在までに 19台の寄付型自販機を設置いただいている。当初の予想を上回り、結果会費収入と同額程度の

基盤収入が得られており、当会事業活動に大いに役立っている。なお、一般の方がアクセスできる自販機

は＊です。設置企業・団体等には深謝するとともに利用していただいている皆さんにもお礼申しあげま

す。 

大成建設株式会社 10台、株式会社東京建設コンサルタント 1台、 

＊公益財団法人キープ協会清泉寮 3台、＊那須平成の森フィールドセンター 2台 

＊南アルプス市ウッドビレッジ伊奈が湖 3台 

 (４）会員の増強：2017年度に比して、正会員１名増、一般会員６名増、賛助会員 1名減、１社増となり

徐々にではあるが、知名度も上がり、自販機寄付とともに会費収入が基盤を支えている。 

 (５）助成：当該年度は公益信託経団連自然保護基金(2016,2017年度に引き続き 2018年 4月～2019年 3 

月)、イオン環境財団環境活動助成を頂戴した。深謝申し上げます。 

 

 (６）イベント等まとめ 

項目 月日 時間 イベント 場所 主催 

監査 4月 13日 14時 監査 新宿 ApWA 

役員会 4月 23日 9時 理事会 大成建設 ApWA 

ニュースレター 4月 30日  APW通信 73号  ApWA 

提案 5月 1日  北杜市に APW提案・確認 北杜市 ApWA 

研究会 5月 12日 14時 富士山周辺のロードキル解析 新宿 NPOC ApWA 

APW モニタリング 5月 13日  那須平成の森 APW、カメラ交換 那須町 ApWA 

交流会 5月 23日  経団連自然保護協議会交流会に参加 経団連ホール NKCF 

学会 5月 27日  日本造園学会ミニフォーラム協力 京都大学 ApWA 

ニュースレター 5月 31日  APW通信 74号  ApWA 

展示 6月 2日～3日  エコライフフェア 代々木公園 大成建設 
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研究会 6月 9日 13時 道路生態研究会 高速道路調査

会 

RERSJ 

総会・研究会・情報

交換会 

6月 25日 15時～17

時 30分 

総会、アニマルパスウェイ研究会 大成建設 ＡｐＷＡ 

ＡＰＲＳ 

出版 6月 26日  学術本「ニホンヤマネ」保全と教育 発刊 東大出版会 湊会長 

APW支援 6月 29日  名古屋市緑政土木局とその後の状況につ

いて意見交換 

名古屋市役所 ApWA 

講演 6月 30日 10時～ なごや環境大学 コミュニティー

サポートパーク 

中部土木 

ニュースレター 6月 30日  APW通信 75号  ApWA 

展示会・講演 7月 28日-29日 10-17時 体験と学びの環境博 

～信州環境フェア２０１８～ 
長野市 

ビッグハット 

(信濃毎日) 

ＡｐＷＡ 

ニュースレター 7月 31日  APW通信 76号  ApWA 

APW調査・検討 8月 9日/27日  北杜市の APWについての打ち合わせ 清水建設 ApWA、APRS 

講演 8月 15日  ヤマネとアニマルパスウェイの講演 八ヶ岳ロッジ 

音楽堂 

八ヶ岳ロッジ 

モニタリング 8月 23日  モニタリング解析について キープ自然学

校 

湊ゼミ 

ApWA 

ご視察 8月 31日  皇太子ご一家那須平成の森 APWご視察 那須町 環境省 

ニュースレター 8月 31日  APW通信 77号  ApWA 

表彰関係 9月 1日  グッドライフアワード・フェスティバル  環境省 

学会 9月 7日～10日  哺乳類学会 信州大学 JDPR 

国際学会 9月 11日～14

日 

 IENE2018 オランダ・アイ

ントフォーフェン 

ApWA 

講演 9月 23日 14-16時 生き物との共生を具体化するためのアニマ

ルパスウェイ 講演 

豊中市立中央

公民館 

とよなか市民環

境会議 

展示 9月 29日  グリーンチャレンジデーにて当会活動を展示 新宿御苑 ESD-J 

ニュースレター 9月 30日  APW通信 78号  ApWA 

研究会 10月 8日～9日 13時 北杜市新設 APW調査、アニマルパスウェイ

研究会 
清里 ApWA 

見学会 10月 9日 13時～16

時 

清里高原のアニマルパスウェイと保全対策

施設の見学会 

清里高原 道路生態研究

会 

理事会 10月 23日 電子理事会 中間報告  ApWA 

ニュースレター 10月 31日  APW通信 79号  ApWA 

調査 11月 3日～5日  富士山スバルライン遺伝子サンプル調査 河口湖付近 ApWA 

学会 11月 23～25日  野生生物と社会学会 九州大学 学会 

ニュースレター 11月 30日  APW通信 80号  ApWA 

展示会 12月 6日～8日  エコプロダクツ展生物多様性コーナーに出展 東京ビッグサイ

ト（日経新聞） 

ApWA 
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講演会 12月 16日  薮内正幸絵本原画展にて帯広畜産大の市

民大学「原画の中の動物 in十勝」講座 

とかちプラザ 帯広畜産大 

メディア 12月 16日  第 15回岩手読書感想文コンクールにて「動

物たちをすくうアニマルパスウェイ」が課題図

書になり、最優秀以下 3件入賞 

岩手日報  

情報交換会 12月 21日 15時～17

時 30分 

米湖ならびに豪ビクトリア州のロードキルと

その対策 

大成建設 ApWA 

ニュースレター 12月 31日/1月

1日 

 APW通信 81号  ApWA 

教育 1月 30日  北杜市高根清里小出前授業 高根清里小 DPRS 

ニュースレター 1月 31日  APW通信 82号  ApWA 

教育 2月 13日  北杜市高根東小出前授業 高根東小 DPRS 

贈呈 2月 13日  北杜市長に面会、絵本小冊子寄贈 北杜市役所 ApWA 

発表 2月 19日  第 18回野生生物と交通研究発表会パネル

展示(共催) 

札幌市民プラ

ザ 

北海道開発技

術センター 

情報交換会 2月 20日  野生生物と交通に関する懇談会 北海道開発技

術センター 

北海道開発技

術センター 

ニュースレター 2月 28日  APW通信 83号  ApWA 

発表 3月 2日 13時～16

時 

ヤマネ研究 30周年記念成果発表会 山梨県立八ヶ

岳自然ふれあ

いセンター 

キープヤマネミ

ュージアム 

企業連携 3月 9日 10時～16

時 

ヤマネの巣箱づくり（ 山梨県立八ヶ

岳自然ふれあ

いセンター 

大成建設 

ApWA協力 

市民連携 3月 23日 10時～15

時 

市民連携調査「木の上に暮らす動物の痕跡

調査をしよう」 

美しの森～高

原道路～白旗

神社 

JDPR 

ApWA 

ニュースレター 3月 31日  APW通信 84号  ApWA 
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ApWA 

Animal-pathway & Wildlife Association 

URL：https://www.animalpathway.org/ 

 


